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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球の入球が可能な第１入球口と、
　前記第１入球口への遊技球の入球が制限される第１制限状態と前記第１入球口への遊技
球の入球が許容される第１許容状態とを切り替える第１電動役物手段と、
　前記第１制限状態から前記第１許容状態に切り替え、第１所定条件が成立した場合に前
記第１制限状態に切り替えられる第１切替遊技が１回以上実行される第１遊技を、第１特
定条件の成立に基づいて、前記第１電動役物手段の動作を制御することによって実行する
第１遊技実行手段と、
　遊技球の入球が可能であり、前記第１入球口とは異なる特殊第２入球口及び通常第２入
球口を含む第２入球口と、
　前記第２入球口への遊技球の入球が制限される第２制限状態と前記第２入球口への遊技
球の入球が許容される第２許容状態とを切り替える第２電動役物手段と、
　前記第２許容状態において前記特殊第２入球口への遊技球を許容する特殊入球許容状態
と前記特殊第２入球口への遊技球を制限する特殊入球制限状態とを切り替える切替部と、
　前記切替部の動作を制御する切替部制御手段と、
　前記第２制限状態から前記第２許容状態に切り替え、第２所定条件が成立した場合に前
記第２制限状態に切り替えられる第２切替遊技を含む第２遊技を、前記第１入球口への遊
技球の入球を契機として成立し得る第２特定条件の成立に基づいて、前記第２電動役物手
段の動作を制御することによって実行する第２遊技実行手段と、
　遊技球の入球が可能であり、前記第１入球口及び前記第２入球口とは異なる第３入球口
と、
　前記第３入球口への遊技球の入球が制限される第３制限状態と前記第３入球口への遊技
球の入球が許容される第３許容状態とを切り替える第３電動役物手段と、
　前記第３制限状態から前記第３許容状態に切り替えられ、第３所定条件が成立した場合
に前記第３制限状態に切り替えられることで遊技者に特典が付与され得る第３切替遊技を
含む第３遊技を、前記特殊第２入球口への遊技球の入球を契機として成立する第３特定条
件の成立に基づいて、前記第３電動役物手段を制御することによって実行する第３遊技実
行手段と、
　を備え、
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　前記第３遊技実行手段は、前記第１特定条件の成立に基づいて前記第１遊技実行手段に
よって前記第１切替遊技が所定期間内に複数回実行される場合に、前記第１切替遊技の間
において前記第３遊技を実行可能であることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記切替部制御手段は、前記第２許容状態において、前記特殊第２入球口に遊技球が入
球された場合に、前記第２遊技実行手段によって前記切替部を制御して前記特殊入球許容
状態から前記特殊入球制限状態に切り替えることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
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